
JP 6141545 B2 2017.6.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間
中に複数の測定期間機会を識別することと、ここにおいて、前記ＤＲＸオフ期間は、ＤＲ
Ｘオン期間に先行し、前記複数の測定期間機会は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つ
または複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する、
　前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ）データと前記ＤＲＸオ
ン期間の開始に対する前記複数の測定期間機会のロケーションとに基づいて前記複数の測
定期間機会に優先順位を付けることと、
　前記優先順位を付けられた複数の測定期間機会のうちの１つの測定期間機会中に前記サ
ービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレスモデムを電源
投入することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＵＥによって、前記サービングセルから前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分
を受信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービングセルから前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を受信すること
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が、
　前記サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを受
信することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定することが、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の前記１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍ
ｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定すること
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ある時間期間にわたって前記１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを測定する
こと、
　ここにおいて、前記ＡＢＳパターンが、前記測定された干渉パターンに基づく、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定することが、
　サブフレームの受信中に、前記サブフレームがＡＢＳサブフレームを備えると決定する
こと
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の測定期間機会のうちの前記１つの測定期間機会が、前記ＵＥに関連するＤＲ
Ｘオフセット、前記ＵＥに関連するＤＲＸ周期性、前記ＵＥに関連するＤＲＸオン継続時
間、前記ＵＥによって測定されたドップラー推定値、または前記ＵＥによって測定された
ＳＮＲ推定値のうちの１つまたは複数に基づいて識別される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥの支配的干渉セルを識別すること、
　ここにおいて、前記複数の測定期間機会のうちの前記１つの測定期間機会を識別するこ
とが、前記支配的干渉セルのパラメータに基づいて識別される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記支配的干渉セルの前記パラメータが、基準信号ロケーションまたは信号強度のうち
の１つまたは複数を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の複数の前記１つまたは複数の隣接セルの間の基準
信号衝突を識別すること、
　ここにおいて、前記複数の測定期間機会のうちの前記１つの測定期間機会が、前記基準
信号衝突に基づいて識別される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つの測定期間機会が、前記ＤＲＸオン状態に遷移することに関連するサブフレー
ムの直前にくるＡｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）サブフレーム内に位置する、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　異なるセルについて前記ＵＥによって測定された１つまたは複数のパラメータを比較す
ること、
　ここにおいて、前記複数の測定期間機会のうちの前記１つの測定期間機会が、前記１つ
または複数のパラメータの前記比較に基づいて識別される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記１つまたは複数の隣接セルの各々に関連する
ドップラー発展、タイミングエラー、または周波数誤差のうちの１つまたは複数を備える
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、間欠受信（ＤＲＸ）オフ期
間中に複数の測定期間機会を識別することと、ここにおいて、前記ＤＲＸオフ期間は、Ｄ
ＲＸオン期間に先行し、前記複数の測定期間機会は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１
つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する、
　　前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ）データと前記ＤＲＸ
オン期間の開始に対する前記複数の測定期間機会のロケーションとに基づいて前記複数の
測定期間機会に優先順位を付けることと、
　　前記優先順位を付けられた複数の測定期間機会のうちの１つの測定期間機会中に前記
サービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレスモデムを電
源投入することと、
　を行うために前記プロセッサによって実行される命令と
　を備える装置。
【請求項１６】
　前記ＵＥによって、前記サービングセルから前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分
を受信するための命令と、
　前記サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを受
信するための命令と
　をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定すること
　を行うための命令をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定することを行う
ための前記命令が、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の前記１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍ
ｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定すること
　を行う命令をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ある時間期間にわたって前記１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを測定する
こと、
　ここにおいて、前記ＡＢＳパターンが、前記測定された干渉パターンに基づく、
　を行う命令をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定することを行う
ための前記命令が、
　サブフレームの受信中に、前記サブフレームがＡＢＳサブフレームを備えると決定する
こと
　を行う命令をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間
中に複数の測定期間機会を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＤＲＸオフ期間は
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、ＤＲＸオン期間に先行し、前記複数の測定期間機会は、ワイヤレス通信ネットワーク中
の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する、
　前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ）データと前記ＤＲＸオ
ン期間の開始に対する前記複数の測定期間機会のロケーションとに基づいて識別される前
記複数の測定期間機会に優先順位を付けるための手段と、
　前記優先順位を付けられた複数の測定期間機会のうちの１つの測定期間機会中に前記サ
ービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレスモデムを電源
投入するための手段と、
　を備える装置。
【請求項２２】
　前記ＵＥによって、前記サービングセルから前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分
を受信するための手段と、
　前記サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを受
信するための手段と
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定するための手段
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定するための前記
手段が、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の前記１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍ
ｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定するための手段
　をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　ある時間期間にわたって前記１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを測定する
ための手段、
　ここにおいて、前記ＡＢＳパターンが、前記測定された干渉パターンに基づく、
　をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、間欠受信（ＤＲＸ）オフ期間
中に複数の測定期間機会を識別することと、ここにおいて、前記ＤＲＸオフ期間は、ＤＲ
Ｘオン期間に先行し、前記複数の測定期間機会は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つ
または複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する、
　前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ）データと前記ＤＲＸオ
ン期間の開始に対する前記複数の測定期間機会のロケーションとに基づいて前記複数の測
定期間機会に優先順位を付けることと、
　前記優先順位を付けられた複数の測定期間機会のうちの１つの測定期間機会中に前記サ
ービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレスモデムを電源
投入することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１３年１２月２３日に出願され
た「ＤＲＸ　Ｗａｋｅｕｐ　Ｒｕｌｅ　ｉｎ　ａｎ　ｅＩＣＩＣ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎ
ｔ」と題する、Ｆａｒａｊｉｄａｎａらによる米国特許出願第１４／１３９，８０３号の
優先権を主張する。
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【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
およびブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波
数および出力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
な多元接続システムであり得る。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポ
ートすることができるｅノードＢなどのいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリ
ンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）を介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（
または順方向リンク）とは、基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（また
は逆方向リンク）とは、ＵＥから基地局への通信リンクを指す。電力を節約するために、
ＵＥは、基地局との間欠受信（ＤＲＸ：discontinuous reception）モードに入り得る。
ＵＥがＤＲＸモードにあるとき、ＵＥは、データを受信するためにＵＥのワイヤレスモデ
ムが電源投入するＤＲＸオン状態と、ＵＥが、低電力状態に入り、それの送受信回路の少
なくとも一部分を電源切断するＤＲＸオフ状態との間で遷移し得る。
【０００４】
　[0004]ＤＲＸモードでは、ＤＲＸオン状態中に達成可能なパフォーマンスを最大化しな
がら電力消費量を最小化することが望ましいことがある。ＤＲＸモードで所望のパフォー
マンスを達成するために、ＵＥの送受信回路は、チャネルパラメータのウォームアップ測
定を実行するためにある持続時間（たとえば、１つのサブフレームまたは１つのシンボル
）の間起動し得る。いくつかの状況では、同じチャネルについて異なる時間に行われるウ
ォームアップ測定は、干渉レベルが変化するために変動し得る。干渉レベルが高い時間間
隔中にウォームアップ測定を実行するために起動することは、パフォーマンスの有意味な
改善なしにＵＥの電力消費量を増加させ得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明する特徴は、概して、拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ：enhanced inter-c
ell interference coordination）方式を利用するワイヤレス通信システムにおけるＤＲ
Ｘウェイクアップルールについての１つまたは複数の改善されたシステム、方法、および
／または装置に関する。ＵＥは、高品質のチャネル推定を与えることができる時間間隔を
推定するために、隣接基地局に関するｅＩＣＩＣ情報を活用し得る。この情報を使用して
、ＵＥは、ウォームアップ測定を実行するための起動スケジュールを構築し得る。
【０００６】
　[0006]例示的な例の第１のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が提供される。本
方法は、サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネット
ワーク中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別す
ることと、ここにおいて、測定期間が、ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（ｅ
ＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別される、間欠受信（ＤＲＸ）オン状
態にＵＥを遷移するより前に、識別された測定期間中にサービングセルのウォームアップ
測定を実行するためにＵＥのワイヤレスモデムを電源投入することとを含み得る。本方法
はまた、サービングセルからＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信す
ることを含み得る。サービングセルからｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信する
ことは、サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを
受信することを含み得る。
【０００７】
　[0007]いくつかの態様では、本方法は、ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一
部分を決定することを含み得る。ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決
定することは、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまたは複数の隣接セルに関連するＡ
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ｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定することを含み得る。本方法は、
ある時間期間にわたって１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを測定すること、
ここにおいて、ＡＢＳパターンが、測定された少なくとも１つの干渉パターンに基づく、
を含み得る。本方法は、ＤＲＸオン状態と決定されたＡＢＳパターンの少なくとも１つの
ＡＢＳサブフレームとの間の実質的な整合に応答してＵＥにおいてウォームアップ測定を
実行するのを控えることを含み得る。ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分
を決定することは、サブフレームの受信中に、サブフレームがＡＢＳサブフレームを含む
と決定することを含み得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの態様では、測定期間を識別することは、ＵＥに関連するＤＲＸオフセ
ット、ＵＥに関連するＤＲＸ周期性、ＵＥに関連するＤＲＸオン継続時間、ＵＥによって
測定されたドップラー推定値、またはＵＥによって測定されたＳＮＲ推定値のうちの１つ
または複数に少なくとも部分的に基づく。本方法は、ＵＥの支配的干渉セルを識別するこ
と、ここにおいて、測定期間を識別することが、支配的干渉セルのパラメータにさらに基
づく、を含み得る。支配的干渉セルのパラメータは、基準信号ロケーションまたは信号強
度のうちの１つまたは複数を含み得る。測定期間を識別することは、ＵＥのＤＲＸオンタ
イムに対する少なくとも１つの測定期間のロケーションに少なくとも部分的に基づき得る
。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様では、本方法は、ワイヤレス通信ネットワーク中の複数の１つま
たは複数の隣接セルの間の基準信号衝突を識別すること、ここにおいて、測定期間を識別
することが、基準信号衝突に少なくとも部分的に基づき得る、を含み得る。測定期間は、
ＤＲＸオン状態に遷移することに関連するサブフレームの直前にくるＡｌｍｏｓｔ－ｂｌ
ａｎｋ信号（ＡＢＳ）サブフレーム内に位置し得る。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、異なるセルについてＵＥによって測定された１つまたは複
数のパラメータが比較され得、測定期間を識別することは、１つまたは複数のパラメータ
の比較にさらに基づき得る。１つまたは複数のパラメータは、１つまたは複数の隣接セル
の各々に関連するドップラー発展（Doppler evolution）、タイミングエラー、または周
波数誤差のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１１】
　[0011]例の第２の例示的なセットでは、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本
装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、プロセッサによって実
行される命令とを含み得る。本命令は、サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）に
よって、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干
渉に関連する測定期間を識別することと、ここにおいて、測定期間が、ＵＥにとって利用
可能な拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別され
る、間欠受信（ＤＲＸ）オン状態にＵＥを遷移するより前に、識別された測定期間中にサ
ービングセルのウォームアップ測定を実行するためにＵＥのワイヤレスモデムを電源投入
することとを行うためにプロセッサによって実行され得る。本装置はまた、サービングセ
ルからＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信することを行うための命
令を含み得る。サービングセルからｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信すること
を行うための命令は、サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレー
ムパターンを受信することを行うための命令をさらに含み得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、本装置はまた、ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくと
も一部分を決定することを行うための命令を含み得る。ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの
少なくとも一部分を決定することを行うための命令は、ワイヤレス通信ネットワーク中の
１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターン
を決定することを行うための命令を含み得る。本装置は、ある時間期間にわたって１つま
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たは複数の隣接セルからの干渉パターンを測定することを行うための命令、ここにおいて
、ＡＢＳパターンが、測定された少干渉パターンに基づく、を含み得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、本装置は、ＤＲＸオン状態と決定されたＡＢＳパターンの
少なくとも１つのＡＢＳサブフレームとの間の実質的な整合に応答してＵＥにおいてウォ
ームアップ測定を実行するのを控えることを行う命令を含み得る。ＵＥによってｅＩＣＩ
Ｃデータの少なくとも一部分を決定することを行う命令は、サブフレームの受信中に、サ
ブフレームがＡＢＳサブフレームを含むと決定することを行う命令を含み得る。測定期間
を識別することを行う命令は、ＵＥに関連するＤＲＸオフセット、ＵＥに関連するＤＲＸ
周期性、ＵＥに関連するＤＲＸオン継続時間、ＵＥによって測定されたドップラー推定値
、またはＵＥによって測定されたＳＮＲ推定値のうちの１つまたは複数に少なくとも部分
的に基づき得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの態様では、本装置は、ＵＥの支配的干渉セルを識別することを行う命
令、ここにおいて、測定期間を識別することが、支配的干渉セルのパラメータにさらに基
づき得る、を含み得る。支配的干渉セルのパラメータは、基準信号ロケーションまたは信
号強度のうちの１つまたは複数を含み得る。測定期間を識別することは、ＵＥのＤＲＸオ
ンタイムに対する測定期間のロケーションに少なくとも部分的に基づき得る。本装置は、
ワイヤレス通信ネットワーク中の複数の１つまたは複数の隣接セルの間の基準信号衝突を
識別することを行う命令、ここにおいて、測定期間を識別することが、基準信号衝突に少
なくとも部分的に基づき得る、を含み得る。測定期間は、ＤＲＸオン状態に遷移すること
に関連するサブフレームの直前にくるＡｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）サブフレ
ーム内に位置し得る。
【００１５】
　[0015]いくつかの態様では、本装置は、異なるセルについてＵＥによって測定された１
つまたは複数のパラメータを比較することを行う命令を含み得、測定期間を識別すること
は、１つまたは複数のパラメータの比較にさらに基づき得る。１つまたは複数のパラメー
タは、１つまたは複数の隣接セルの各々に関連するドップラー発展、タイミングエラー、
または周波数誤差のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１６】
　[0016]例示的な例の第３のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本
装置は、サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネット
ワーク中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別す
るための手段と、ここにおいて、測定期間が、ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協
調（ｅＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別される、間欠受信（ＤＲＸ）
オン状態にＵＥを遷移するより前に、識別された測定期間中にサービングセルのウォーム
アップ測定を実行するためにＵＥのワイヤレスモデムを電源投入するための手段とを含み
得る。本装置は、サービングセルからＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分
を受信するための手段を含み得る。サービングセルからｅＩＣＩＣデータの少なくとも一
部分を受信するための手段は、サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サ
ブフレームパターンを受信するための手段を含み得る。
【００１７】
　[0017]いくつかの態様では、本装置は、ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一
部分を決定するための手段を含み得る。ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部
分を決定するための手段は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまたは複数の隣接セル
に関連するＡｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定するための手段を含
み得る。本装置はまた、ある時間期間にわたって１つまたは複数の隣接セルからの干渉パ
ターンを測定するための手段、ここにおいて、ＡＢＳパターンが、測定された少干渉パタ
ーンに基づく、を含み得る。本装置は、ＤＲＸオン状態と決定されたＡＢＳパターンの少
なくとも１つのＡＢＳサブフレームとの間の実質的な整合に応答してＵＥにおいてウォー
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ムアップ測定を実行するのを控えるための手段を含み得る。
【００１８】
　[0018]いくつかの態様では、ＵＥによってｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定
するための手段は、サブフレームの受信中に、サブフレームがＡＢＳサブフレームを含む
と決定するための手段を含み得る。測定期間を識別するための手段は、ＵＥに関連するＤ
ＲＸオフセット、ＵＥに関連するＤＲＸ周期性、ＵＥに関連するＤＲＸオン継続時間、Ｕ
Ｅによって測定されたドップラー推定値、またはＵＥによって測定されたＳＮＲ推定値の
うちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づき得る。本装置は、ＵＥの支配的干渉セ
ルを識別するための手段、ここにおいて、測定期間を識別することが、支配的干渉セルの
パラメータにさらに基づき得る、を含み得る。支配的干渉セルのパラメータは、基準信号
ロケーションまたは信号強度のうちの１つまたは複数を含み得る。測定期間を識別するた
めの手段は、ＵＥのＤＲＸオンタイムに対する少なくとも１つの測定期間のロケーション
に少なくとも部分的に基づき得る。
【００１９】
　[0019]いくつかの態様では、本装置は、ワイヤレス通信ネットワーク中の複数の１つま
たは複数の隣接セルの間の基準信号衝突を識別するための手段、ここにおいて、測定期間
を識別することが、基準信号衝突に少なくとも部分的に基づく、を含み得る。測定期間は
、ＤＲＸオン状態に遷移することに関連するサブフレームの直前にくるＡｌｍｏｓｔ－ｂ
ｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）サブフレーム内に位置し得る。
【００２０】
　[0020]例示的な例の第４のセットでは、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラ
ム製品が提供される。本コンピュータプログラム製品は、プロセッサによって実行可能な
命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。本命令は、サービングセルに
関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまたは複数
の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別することと、ここにおいて、
測定期間が、ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ）データに少なく
とも部分的に基づいて識別される、間欠受信（ＤＲＸ）オン状態にＵＥを遷移するより前
に、識別された測定期間中にサービングセルのウォームアップ測定を実行するためにＵＥ
のワイヤレスモデムを電源投入することとを行うように実行可能であり得る。
【００２１】
　[0021]説明する方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施する
ための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。説明の趣旨および範囲内
の様々な変更および改変が当業者には明らかになるので、発明を実施するための形態およ
び具体的な例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００２２】
　[0022]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が得
られ得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さら
に、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構
成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラ
ベルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、
同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]例示的なワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0024]例示的なワイヤレス通信システムのブロック図。
【図３】[0025]ワイヤレス通信システムにおける例示的なダウンリンクフレーム構造を示
す図。
【図４】[0026]本開示の一態様による、ｅＮＢとＵＥとの間の通信の一例を概念的に示す
ブロック図。
【図５】[0027]本開示の一態様による、ＤＲＸモードを概念的に示すブロック図。
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【図６Ａ】[0028]本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示す
ブロック図。
【図６Ｂ】[0029]本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示す
ブロック図。
【図７】[0030]本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示すブ
ロック図。
【図８】[0031]本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示すブ
ロック図。
【図９】[0032]本開示の一態様による、ｅＮＢとＵＥとの間の通信の一例を概念的に示す
ブロック図。
【図１０】[0033]本開示の一態様による、ｅＮＢとＵＥとの間の通信の一例を概念的に示
すブロック図。
【図１１】[0034]本開示の一態様による、例示的なＵＥのブロック図。
【図１２】[0035]本開示の一態様による、別の例示的なＵＥのブロック図。
【図１３】[0036]本開示の一態様による、例示的なＵＥのブロック図。
【図１４】[0037]本開示の一態様による、例示的な測定期間識別モジュールのブロック図
。
【図１５】[0038]本開示の一態様による、ワイヤレス通信のための方法のフローチャート
。
【図１６】[0039]本開示の一態様による、ワイヤレス通信のための別の方法のフローチャ
ート。
【図１７】[0040]本開示の一態様による、ワイヤレス通信のための別の方法のフローチャ
ート。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0041]本開示は、ワイヤレス通信システムにおいてＤＲＸウェイクアップルールを決定
するための技法について説明する。ＵＥは、ワイヤレス通信ネットワークのサービングセ
ルに関連付けられ得る。ワイヤレス通信ネットワークは、異種ネットワークであり得、ｅ
ＩＣＩＣを採用し得る。ＵＥは、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまたは複数の隣接
セルからの低減された干渉に関連する少なくとも１つの測定期間を識別し得る。測定期間
は、ＵＥにとって利用可能なｅＩＣＩＣデータに少なくとも部分的に基づいて識別され得
る。ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分が、ＵＥに与えられ得る、および／またはＵＥ
によって決定され得る。ＵＥは、ＤＲＸオン状態にＵＥを遷移するより前に、少なくとも
１つの識別された測定期間中にサービングセルのウォームアップ測定を実行するためにＵ
Ｅのワイヤレスモデムを電源投入し得る。
【００２５】
　[0042]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「
システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭ
Ａシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univer
sal Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、Ｉ
Ｓ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を包含する。ＩＳ－２０００リリー
ス０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６
（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ
　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ
　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形形態とを含む。ＴＤＭＡシ
ステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を
実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展
型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録
商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、
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Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３Ｇ
ＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）（登録商標）およびＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである
。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世
代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）
と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世
代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載され
ている。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび無線技術、ならびに他のシス
テムおよび無線技術に使用され得る。しかしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシス
テムを記載し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ
用途以外に適用可能である。
【００２６】
　[0043]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
た範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実
施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば
、説明される方法は、説明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追
加、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して記載される特
徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２７】
　[0044]最初に図１を参照すると、図は、ワイヤレス通信システム１００の一例を示して
いる。システム１００は、基地局（またはセルまたはノード）１０５と、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。本開示では、「セル」、「基地局」、
および「ｅＮＢ」という用語は互換的に使用される。本開示では、「ＵＥ」および「モバ
イルデバイス」という用語は互換的に使用される。
【００２８】
　[0045]基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク１３０または基地局１０
５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得
る。基地局１０５は、バックホール１３２を介してコアネットワーク１３０と制御情報お
よび／またはユーザデータを通信し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、ワ
イヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を介して、直
接的または間接的のいずれかで、互いに通信し得る。システム１００は、複数のキャリア
（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複
数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することができる。たとえば、各通信リンク１
２５は、上記で説明された様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり
得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られることがあり、制御情報（たとえば、
基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送することができ
る。
【００２９】
　[0046]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワイ
ヤレス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に
通信カバレージを提供し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トランシ
ーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳ
Ｓ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノード
Ｂ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１
０５のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセク
タに分割され得る（図示せず）。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たと
えば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはフェムト／ピコ基地局）を含み得
る。異なる技術について重複するカバレージエリアがあり得る。
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【００３０】
　[0047]いくつかの実施形態では、システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークで
ある。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、
概して、基地局１０５のうちの１つまたは複数を記述するために使用され得る。システム
１００は、異なるタイプのｅＮＢがその中で様々な地理的領域にカバレージを与える、異
種（Heterogeneous）ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各基地局
１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに通
信カバレージを与え得る。マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入している
ＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、一般に、比較的小さい地理的エ
リアをカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限ア
クセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、一般に、比較的小さい地理的エリア（た
とえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルと関連
するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、自宅内のユーザ用のＵＥ
など）による制限付きアクセスも提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢ
と呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。ま
た、フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることが
ある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポー
トし得る。
【００３１】
　[0048]説明したように、システム１００は、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであ
り得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、様々なタイプ（たとえば、マクロセル、ピコ／フェムト
セルなど）の多くのｅＮＢを企図し、そのようなｅＮＢの間の干渉を低減するためにｅＩ
ＣＩＣプロビジョンを含む。概して、ｅＩＣＩＣは、干渉送信を回避するために、ｅＮＢ
および／またはコアネットワーク１３０との間に協調を提供する。ＬＴＥリリース１０に
おけるｅＩＣＩＣの１つ態様は、たとえば、Ａｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）サ
ブフレームの使用であり、ここで、ｅＮＢ１０５は、測定のために使用される共通基準信
号を除いて何も送信しない。場合によっては、ｅＮＢ１０５はまた、同期、ページング、
またはシステム情報のような本質的な制御情報を送信し得る。概して、ｅＮＢ１０５は、
ＡＢＳサブフレーム中にいかなるＤＬデータも送信しない。ｅＮＢによるＡＢＳの送信を
協調させることによって、ＵＥ１１５は、隣接ｅＮＢからの干渉が実質的により少ない状
態でチャネル状態およびパラメータを測定する周期的機会を有し得、その結果、チャネル
推定が改善される。
【００３２】
　[0049]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
て基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介して、および／またはバックホール１３２を介して（たと
えば、コアネットワーク１３０を介して）、直接的または間接的に、互いに通信し得る。
ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作
の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの
送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局１０５は異なるフレー
ムタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的に整合されないことがあ
る。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用され得る。
【００３３】
　[0050]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵＥ１１
５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼
ばれることもあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００３４】
　[0051]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ１
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１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコ
ンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ
（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮ
Ｂ、リレーなどと通信することが可能であり得る。
【００３５】
　[0052]いくつかの実施形態によれば、ＵＥ１１５は、電力を節約するためにＤＲＸモー
ドに入るように構成されたデバイスであり得る。ＵＥ１１５のためのＤＲＸモードは、Ｕ
Ｅ１１５、１つまたは複数のｅＮＢ１０５、および／またはコアネットワーク１３０との
間で協調され得、少なくとも１つのＤＲＸサイクルを含み得る。各ＤＲＸサイクルは、Ｕ
ＥがＤＲＸオン状態に遷移する少なくとも１つのＤＲＸオン期間（ＤＲＸアクティブ期間
とも呼ばれる）と、ＵＥ１１５がＤＲＸオフ状態に遷移する少なくとも１つのＤＲＸオフ
期間（ＤＲＸ非アクティブ期間とも呼ばれる）とを含み得る。ＤＲＸオフ状態中に、ＵＥ
１１５は、１つまたは複数の構成要素（たとえば、ワイヤレスモデム）を無効化すること
によって低電力モードに入り得る。ＤＲＸオン状態中に、ＵＥ１１５は、ｅＮＢ１０５の
うちの１つまたは複数から信号を受信するために１つまたは複数の構成要素をオンにする
アクティブモードに入り得る。いくつかの態様では、ＵＥ１１５は、ウォームアップ測定
を実行するためにオン状態に遷移するより前に起動し得る。ウォームアップ測定は、サー
ビングｅＮＢ１０５および場合によっては干渉ｅＮＢのためのチャネルパラメータを監視
することを含み得る。いくつかの状況では、チャネルパラメータの推定品質は、時間的に
干渉レベルが変動するために異なる時間間隔に収集された観測値に基づいて異なり得る。
１つのシナリオでは、異種ネットワーク展開のコンテキストでは、ＵＥ１１５がピコセル
によってサービスされる場合、マクロセル送信のために使用されるサブフレームにおける
推定品質は、マクロセルが送信していないサブフレームよりもはるかに悪くなり得る。良
い品質のチャネル推定値は、ＤＲＸオフ状態からＤＲＸオン状態に遷移するときの制御チ
ャネル（たとえば、ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ）復調精度において重大な役
割を果たす。チャネル推定値の品質は、ウォームアップ測定中に存在する干渉の量により
得る。ウォームアップ測定を実行するために干渉レベルが高い時間間隔中に起動すること
は、ＵＥのパフォーマンスまたは効率を改善することなしにＵＥの電力消費量を増加させ
得る。
【００３６】
　[0053]いくつかの例では、ＵＥ１１５は、１つまたは複数の隣接セルからの低減された
干渉に関連する測定期間を識別し得る。測定期間中に、ＵＥ１１５は、ネットワークのｅ
ＮＢ１０５のうちの１つまたは複数のためのチャネル状態を監視するために１つまたは複
数の構成要素をウォームアップ／電源投入し得る。測定期間は、ＵＥ１１５にとって利用
可能なｅＩＣＩＣデータに基づいて識別され得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信ネット
ワークに関連するｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を単独で決定するように構成され
得る。代替または追加として、ＵＥ１１５は、たとえば、サービングｅＮＢ１０５からワ
イヤレス通信ネットワークに関連するｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信するよ
うに構成され得る。ｅＩＣＩＣデータは、ネットワークの１つまたは複数のｅＮＢ１０５
のためのＤＬ送信スケジューリングを示す情報を含み得る。いくつかの態様では、ｅＩＣ
ＩＣデータは、ｅＮＢ１０５のうちの１つまたは複数のためのＡＢＳスケジュールを示す
データを含み得る。したがって、ｅＩＣＩＣデータに基づいて、ＵＥ１１５は、時間領域
における隣接ｅＮＢによる１つまたは複数のＡＢＳサブフレームの送信に少なくとも部分
的に対応するＤＲＸウェイクアップスケジュールを決定するように構成され得る。代替ま
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たは追加として、ＵＥ１１５は、１つまたは複数のｅＮＢ１０５からの低減された干渉の
期間に少なくとも部分的に対応するＤＲＸウェイクアップスケジュールを決定し得る。
【００３７】
　[0054]ＵＥ１１５は、識別された測定期間中にウォームアップ測定を実行するために１
つまたは複数のワイヤレスモデムを電源投入し得る。ＵＥ１１５は、サービングセルから
データおよび／または制御情報を受信するためにＤＲＸオン状態にＵＥ１１５を遷移する
より前にサービングセルについてウォームアップ測定を実行し得る。ＵＥ１１５は、次い
で、電力を節約するためにＤＲＸオフ状態に遷移し、次のスケジュールされたＤＲＸオン
状態または測定期間まで待ち得る。
【００３８】
　[0055]図２は、基地局１０５－ａとＵＥ１１５－ａとを含むワイヤレス通信システム２
００の設計を概念的に示すブロック図である。このシステム２００は、図１のシステム１
００の態様を示し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、図１のＵＥ１１５のうちの１つま
たは複数の一例であり得、基地局１０５－ａは、図２の基地局のうちの１つまたは複数の
一例であり得る。基地局１０５－ａは、基地局アンテナ２３４－ａ～２３４－ｘを装備し
得、ここでｘは正の整数であり、ＵＥ１１５－ａは、ＵＥアンテナ２５２－ａ～２５２－
ｎを装備し得、ここでｎは正の整数である。システム２００では、基地局１０５－ａは、
複数の通信リンクを介して同時にデータを送ることが可能であり得る。各通信リンクは「
レイヤ」と呼ばれることがあり、通信リンクの「ランク」は、通信に使用されるレイヤの
数を示し得る。たとえば、基地局１０５－ａが２つの「レイヤ」を送信する２×２ＭＩＭ
Ｏシステムでは、基地局１０５－ａとＵＥ１１５－ａとの間の通信リンクのランクは２で
ある。
【００３９】
　[0056]基地局１０５－ａにおいて、基地局送信プロセッサ２２０は、データソースから
データを受信し、基地局コントローラ／プロセッサ２４０から制御情報を受信し得る。制
御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得
る。基地局送信プロセッサ２２０は、データと制御情報とを処理（たとえば、符号化およ
びシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと制御シンボルとを取得し得る。
基地局送信プロセッサ２２０はまた、基準シンボルと、セル固有基準信号とを生成し得る
。基地局送信（ＴＸ）ＭＩＭＯプロセッサ２３０は、適用可能な場合、データシンボル、
制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディ
ング）を実行し得、出力シンボルストリームを基地局変調器／復調器２３２－ａ～２３２
－ｘに与え得る。各基地局変調器／復調器２３２は、出力サンプルストリームを取得する
ために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理
し得る。各基地局変調器／復調器２３２はさらに、出力サンプルストリームを処理（たと
えば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ダウン
リンク（ＤＬ）信号を取得し得る。一例では、基地局変調器／復調器２３２－ａ～２３２
－ｘからのＤＬ信号は、それぞれ基地局アンテナ２３４－ａ～２３４－ｘを介して送信さ
れ得る。
【００４０】
　[0057]ＵＥ１１５－ａにおいて、ＵＥアンテナ２５２－ａ～２５２－ｎは、基地局１０
５－ａからＤＬ信号を受信し得、受信された信号をそれぞれＵＥ変調器／復調器２５４－
ａ～２５４－ｎに与え得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４は、入力サンプルを取得するた
めに、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、
およびデジタル化）し得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４はさらに、受信シンボルを取得
するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＵＥ　Ｍ
ＩＭＯ検出器２５６が、すべてのＵＥ変調器／復調器２５４－ａ～２５４－ｎから受信シ
ンボルを入手し、適用可能な場合は受信シンボルに関してＭＩＭＯ検出を実行し、検出さ
れたシンボルを与え得る。ＵＥ受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（たとえば
、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１１５－ａのための復号データをデー
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タ出力に与え、復号された制御情報をＵＥプロセッサ２８０、またはＵＥメモリ２８２に
与え得る。
【００４１】
　[0058]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１５－ａにおいて、ＵＥ送信プロセッサ２６
４は、データソースからデータを受信し、処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４はまた
、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４からのシンボ
ルは、適用可能な場合、ＵＥ送信ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコードされ、Ｕ
Ｅ変調器／復調器２５４－ａ～２５４－ｎによって（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのた
めに）さらに処理され、基地局１０５－ａから受信された送信パラメータに従って基地局
１０５－ａに送信され得る。基地局１０５－ａにおいて、ＵＥ１１５－ａからのＵＬ信号
は、基地局アンテナ２３４によって受信され、基地局変調器／復調器２３２によって処理
され、適用可能な場合、基地局ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、基地局受信プロ
セッサ２３８によってさらに処理され得る。基地局受信プロセッサ２３８は、復号データ
をデータ出力と基地局プロセッサ２４０とに与え得る。ＵＥ１１５－ａの構成要素は、個
別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部または全部を実行するよう
に適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る
。言及されたモジュールの各々は、システム２００の動作に関係する１つまたは複数の機
能を実行するための手段であり得る。同様に、基地局１０５－ａの構成要素は、個別にま
たは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部または全部を実施するように構成
された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて実行され得る。言及された構成要素の各々は、
システム２００の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る
。
【００４２】
　[0059]様々な開示される実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。たとえば
、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Co
nvergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク制御（Ｒ
ＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよ
びリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先度処理と、ト
ランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、
リンク効率を改善するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッドＡＲ
Ｑ（ＨＡＲＱ）を使用し得る。物理レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャ
ネルにマッピングされ得る。
【００４３】
　[0060]一構成では、ＵＥ１１５－ａは、ＤＲＸオン状態に遷移するより前にチャネル条
件測定を実行する測定期間を決定することによってワイヤレス通信システムのためのＤＲ
Ｘウェイクアップルールを決定するための手段を含み得る。ＵＥ１１５－ａはまた、サー
ビング基地局（たとえば、基地局１０５－ａ）によってＵＥ１１５－ａに送られ得るおよ
び／またはＵＥ１１５－ａによって単独で決定され得るｅＩＣＩＣデータに基づいて測定
期間を決定するための手段を含み得る。ＵＥ１１５－ａは、ＤＲＸオン状態に遷移するよ
り前に、識別された少なくとも１つの測定期間中にサービング基地局のウォームアップ測
定を実行するためにＵＥ変調器／復調器２５４および／またはＵＥ変調器／復調器２５４
の他の構成要素を電源投入するための手段をさらに含み得る。一態様では、上述の手段は
、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、ＵＥ１１５－ａのＵ
Ｅコントローラ／プロセッサ２８０、ＵＥメモリ２８２、ＵＥ送信プロセッサ２６４、Ｕ
Ｅ受信機プロセッサ２５８、ＵＥ変調器／復調器２５４、およびＵＥアンテナ２５２であ
り得る。
【００４４】
　[0061]いくつかの構成では、ＵＥ１１５－ａは、ネットワークの１つまたは複数の隣接
セルからの低減された干渉に関連する起動期間を決定し得る。サービング基地局１０５－
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ａは、ＵＥ１１５－ａに、ネットワークについてのｅＩＣＩＣデータを示すシグナリング
を与え得る。シグナリングは、より高い層（たとえば、コアネットワーク１３０）からお
よび／または隣接基地局から基地局１０５－ａに与えられ得る。ＵＥ１１５－ａは、ＤＲ
Ｘオン状態にＵＥ１１５－ａを遷移するより前に、決定された測定期間中にサービング基
地局１０５－ａのウォームアップ測定を実行するためにＵＥ変調器／復調器２５４を電源
投入し得る。
【００４５】
　[0062]図３は、前の図に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００および／
または２００を含む、ワイヤレス通信システムにおいて使用され得るフレーム構造３００
の一例を示す図である。たとえば、フレーム構造３００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａまたは同様
のシステムにおいて使用され得る。フレーム３１０（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイ
ズのサブフレーム（たとえば、サブフレーム３１５－０など）に分割され得る。各サブフ
レームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。ＯＦＤＭＡコンポーネントキャリ
ア３２０は、２つのタイムスロットを表すリソースグリッドとして示され得る。リソース
グリッドは複数のリソース要素３２２に分割され得る。
【００４６】
　[0063]ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａでは、リソースブロック３３０は、周波数領域中に１２個の
連続サブキャリアを含み、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックス
について、時間領域中に７つの連続ＯＦＤＭシンボル、すなわち８４個のリソース要素を
含み得る。Ｒ（たとえば、３２４）と指定されるリソース要素のうちのいくつかはＤＬ基
準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含み得る。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セ
ル固有ＲＳ（ＣＲＳ）と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）とを含み得る。ＵＥ－ＲＳは、対
応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）３３４がマッピングされるリソースブロック
上のみで送信され得る。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存し
得る。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほ
ど、ＵＥのデータレートは高くなり得る。ＵＥに許可されるリソース割当ては、利用可能
なリソースブロック３３０のサブセットを含み得る。変調方式に応じて、ＵＥに許可され
るリソース割当ては、利用可能なリソースブロックのサブセットを含み得る。
【００４７】
　[0064]図３に示されているように、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）３３
５は、概して、ＰＤＳＣＨ３３４と時分割多重化され、概して、各サブフレーム３１５の
最初の領域内のコンポーネントキャリア３２０の帯域幅全体内に完全に分散される。図３
に示す例では、ＰＤＣＣＨ３３５は、サブフレーム３１５の最初の３つのシンボルをとる
。ＰＤＣＣＨ３３５は、サブフレーム３１５についての制御情報のコンポーネントキャリ
ア帯域幅および量に基づいて適切な、より多いまたはより少ないシンボルを有し得る。Ｐ
ＨＩＣＨおよび／またはＰＣＦＩＣＨチャネルは、ＰＤＣＣＨ３３５の最初のシンボル中
に見られ得る（図示せず）。
【００４８】
　[0065]ワイヤレス通信システム１００および／または２００は、キャリアアグリゲーシ
ョン（ＣＡ：carrier aggregation）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがある、
複数のキャリア上での動作をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（Ｃ
Ｃ：component carrier）、チャネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「ＣＣ
」、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。ダウンリン
クのために使用されるキャリアはダウンリンクＣＣと呼ばれることがあり、アップリンク
のために使用されるキャリアはアップリンクＣＣと呼ばれることがある。ＵＥは、キャリ
アアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアップリンク
ＣＣとで構成され得る。ｅＮＢは、１つまたは複数のダウンリンクＣＣ上でデータと制御
情報とをＵＥに送信し得る。ＵＥは、１つまたは複数のアップリンクＣＣ上でデータと制
御情報とをｅＮＢに送信し得る。
【００４９】
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　[0066]図４は、本開示の一態様による、ｅＮＢ１０５－ｂとＵＥ１１５－ｂとの間の通
信の一例を概念的に示すブロック図である。ＵＥ１１５－ｂは、前の図において説明した
ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の一例であり得、ｅＮＢ１０５－ｂは、前の図におい
て説明した基地局１０５の１つまたは複数の一例であり得る。概して、図４に、ＵＥ１１
５－ｂによってｅＩＣＩＣ環境においてＤＲＸウェイクアップルールを決定するためのプ
ロセス４００を示す。
【００５０】
　[0067]ブロック４０５において、ＵＥ１１５－ｂは、低減された干渉を識別するために
ｅＩＣＩＣデータを分析し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｂは、他の期間に関して干渉を
低減したＤＲＸオン状態の開始より前の期間を決定するためにｅＩＣＩＣデータを分析し
得る。低減された干渉期間は、ｅＮＢ１０５－ｂによる低減された送信の期間、たとえば
、ｅＮＢ１０５－ｂが転送すべきデータを有しない期間および／またはｅＮＢ１０５－ｂ
がＡＢＳサブフレームを送信しているであろう期間に相関し得る。ブロック４１０におい
て、ＵＥ１１５－ｂは、低減された干渉に基づいて測定期間を識別し得る。ＵＥ１１５－
ｂは、ＵＥ１１５－ｂのスケジュールされたＤＲＸオン状態の前にあるかまたはそれの直
前にくる低減された干渉に関連する測定期間を識別し得る。ＵＥ１１５－ｂは、ある持続
時間（たとえば、サブフレーム、シンボル）の間起動するために測定期間を識別し、ｅＮ
Ｂ１０５－ｂおよび場合によっては他の干渉ｅＮＢについてのチャネルパラメータを監視
し得る。
【００５１】
　[0068]ブロック４１５において、ＵＥ１１５－ｂは、識別された測定期間中にワイヤレ
スモデムを電源投入し得る。いくつかの態様では、ＵＥ１１５－ｂは、識別された測定期
間の直前にワイヤレスモデムをウォームアップし得る。ブロック４２０において、ＵＥ１
１５－ｂは、ウォームアップ測定を実行し、ブロック４２５においてｅＮＢ１０５－ｂか
らの１つまたは複数のＲＦ信号を測定する。測定されたＲＦ信号に基づいて、ＵＥ１１５
－ｂは、ｅＮＢ１０５－ｂのチャネルパラメータまたは条件を決定し得る。図４には示さ
れていないが、ＵＥ１１５－ｂはまた、干渉ｅＮＢを識別するために、４２０において他
のｅＮＢから信号を測定し得ることを理解されたい。ブロック４３０において、ＵＥ１１
５－ｂは、ＤＲＸモードに従ってＤＲＸオン状態に遷移し得る。
【００５２】
　[0069]図５に、本開示の一態様による、ＤＲＸモード５００を概念的に示すブロック図
を示す。ＤＲＸモード５００の態様は、前の図に関して上記で説明したＵＥ１１５によっ
ておよび／または基地局１０５によって実装され得る。ＤＲＸモード５００は、概して、
ＵＥのための低電力節約モードを可能にし、ＤＲＸモード５００のサイクルまたは周期性
を概して定義するＴDRX５０５を含み得る。ＴDRX５０５は、ＴDRX_ON５１０とＴDRX_OFF

５１５とを含み得る。ＴDRX_ON５１０は、サービング基地局からデータおよび／または制
御情報を受信するためにＵＥが１つまたは複数の構成要素を電源投入するＤＲＸオン状態
に対応する。ＴDRX_OFF５１５は、電力を節約するためにＵＥが１つまたは複数の構成要
素を電源切断するＤＲＸオフ状態に対応する。
【００５３】
　[0070]説明したように、ＤＲＸモードでは、ＵＥは、ある時間期間の間起動し、サービ
ングセルおよび場合によっては干渉セルのためのチャネルパラメータを監視し得る。この
期間は、測定期間５２０として図５に示される。いくつかの状況では、チャネルパラメー
タの推定品質は、異なる時間間隔に収集された観測値に基づいて異なり得る。異種ネット
ワーク展開のコンテキストでは、ＵＥがピコセルによってサービスされる場合、マクロセ
ル送信のために使用されるサブフレームにおける推定品質は、マクロセルが送信していな
いサブフレームよりもはるかに悪くなり得る。ＤＲＸオフ状態から遷移するときのＰＤＣ
ＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ復調のためにチャネル推定値の十分な品質が必要とされ
ることを諒解され得る。したがって、ＤＲＸモード５００は、ＵＥがＤＲＸオン状態に遷
移するすぐ隣の測定期間５２０を含む。
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【００５４】
　[0071]図６Ａに、本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示
すブロック図６００を示す。ＤＲＸモードの態様は、前の図に関して上記で説明したＵＥ
１１５によっておよび／または基地局１０５によって実装され得る。概して、図６Ａに、
干渉が増加した期間中に測定期間５２０－ａが発生する望ましくない状況を示す。測定期
間５２０－ａ中に、ＵＥは、ウォームアップ測定を実行するために、すなわち、ＤＲＸオ
ン状態中に信号の適切な復調を保証するためにサービング基地局のためのチャネルパラメ
ータを決定するために、１つまたは複数のワイヤレスモデムを電源投入する。わかるよう
に、測定期間５２０－ａ中に、ＵＥは、ＢＳ1-ABSおよびＢＳ2-干渉として示された２つ
の基地局から信号を受信し、測定する。図６Ａに、単に、２つの基地局から信号を受信す
るＵＥを示すが、ＵＥは、概して、測定期間５２０－ａ中にワイヤレス通信ネットワーク
の多くの基地局、およびそれの基地局のおそらくすべてから信号を受信し、測定すること
になることを諒解され得る。いくつかの例では、ＢＳ1-ABSが、ＵＥのサービング基地局
であり得、ＢＳ2-干渉が、干渉基地局であり得る。
【００５５】
　[0072]図６Ａに示すように、ＢＳ1-ABSは、１つまたは複数の送信期間６０５（たとえ
ば、フレーム、サブフレーム、シンボル）を含み、１つまたは複数のＡＢＳサブフレーム
６１０を含み、ここで、たとえば、ＲＳのみが送信される。ＢＳ2-干渉は、ＵＥの観点か
ら、異なる干渉レベルに対応する異なる電力レベルの送信期間６１５、６２０、および６
２５を含む。たとえば、送信期間６２０は、送信期間６１５および／または６２５よりも
低い電力レベル（ＵＥについてより低い干渉レベル）を有する。同様に、送信期間６１５
は、送信期間６２５よりも低い電力レベルを有する。
【００５６】
　[0073]図６Ａからわかるように、一般的に、よくあることだが、対応するＤＲＸオン状
態の直前に測定期間５２０－ａを割り当てることによって、有意味なパフォーマンス改善
または成功の保証なしに電力消費量を増加させることになる干渉レベルの高い時間間隔中
にＵＥを起動することになり得る。
【００５７】
　[0074]図６Ｂに、本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示
すブロック図６００を示す。ＤＲＸモードの態様は、前の図に関して上記で説明したＵＥ
１１５によっておよび／または基地局１０５によって実装され得る。概して、図６Ｂに、
干渉が低減された期間に関連する測定期間５２０－ａをＵＥが決定する状況を示す。ＵＥ
は、ワイヤレス通信ネットワークのために利用可能なｅＩＣＩＣデータを有し得る。
【００５８】
　[0075]ｅＩＣＩＣデータは、動的または半静的な形で高品質の推定を与えることができ
る時間間隔を示す情報を含み得る。高品質の推定は、干渉消去を含む、ＵＥ処理を反映す
るか、またはそれを考慮に入れ得る。ＵＥは測定期間５２０－ａの間に起動スケジュール
を構築することにおけるインの高品質に関連する時間間隔についての知識を組み込み得る
。
【００５９】
　[0076]たとえば、ＵＥは、ある時間期間にわたって隣接基地局／セルから測定される干
渉におけるパターンを観測し得る。代替として、ＵＥは、隣接セルの送信電力、スケジュ
ーリング、および／またはＡＢＳパターンに関する指示をネットワークから受信し得る。
一態様では、ＵＥは、第１のパターン内に入るサブフレームが隣接セルから大量の干渉を
有する傾向があると決定し得る。これらのサブフレームは、チャネル推定のためにあまり
有用でないことがあり、ＵＥは、第１の観測されたパターンのほかにサブフレームに対し
てウォームアップ測定を実行するための起動スケジュールを構築し得る。追加または代替
として、ＵＥは、第２のパターン内に入るサブフレームが隣接セルから少量の干渉を有す
る傾向があることを観測し得る（たとえば、ＵＥは、１つまたは複数の隣接セルからＡＢ
Ｓサブフレームのパターンおよび／またはより低い送信電力を観測し得る）。この場合、
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ＵＥは、ウォームアップ測定が、第２のパターン内に入るサブフレーム中に実行されるよ
うに、測定期間５２０－ａの間に起動スケジュールを構築し得る。
【００６０】
　[0077]ウォームアップ測定のための起動スケジュールを構築するときにＵＥによって考
慮に入れられ得る追加または代替のファクタは、ＤＲＸオンまたはオフ期間の周期性およ
び継続時間についてのファクタである。たとえば、より長いＤＲＸオフ状態の場合、ＵＥ
は、次のＤＲＸオン状態の開始により近い測定機会に優先順位を付け得る。この優先順位
付けは、各測定機会に関連した予測された量の干渉によって釣り合いが取られ得る。
【００６１】
　[0078]起動スケジュールを構築するときにＵＥによって考慮に入れられ得る追加または
代替のファクタは、１つまたは複数の干渉ネイバーセルの基準信号が、ＵＥのためのサー
ビングセルの基準信号と衝突するかどうかについてのファクタである。たとえば、観測値
および／またはネットワークシグナリングによって、ＵＥが、支配的または強い干渉セル
の基準信号がサービングセルの基準信号と衝突すると決定する場合、ＵＥは、干渉セルの
干渉またはＡＢＳパターンを考慮に入れる必要がないと決定し得る。この決定は、チャネ
ル推定中に干渉セルの寄与を計算し、減算または消去するために干渉セルの基準信号を活
用するＵＥの能力に基づき得る。したがって、ＵＥは、代わりに、１つまたは複数のより
弱い干渉セルに関連するＡＢＳまたは送信スケジュールに基づいて、またはどの測定機会
がＵＥにより多くの電力節約を与えることになるかに基づいてウォームアップ測定のため
の起動スケジュールを構築し得る。
【００６２】
　[0079]起動スケジュールを構築するときにＵＥによって考慮に入れられ得る追加または
代替のファクタは、１つまたは複数の干渉セルのためのドップラー推定値および信号対雑
音推定値を含み得る。これらの推定値により、ＵＥは、強い干渉セルを決定し、強い干渉
セルに関してＵＥの移動を予測することが可能になり得る。最も強い干渉物のためのＡＢ
Ｓおよび干渉スケジュールは、次いで、ＵＥによる起動スケジュールの構成においてより
弱い干渉物よりも多くの影響または重みを有し得る。
【００６３】
　[0080]いくつかの例では、ＵＥは、異なるセルについて１つまたは複数のパラメータ（
たとえば、タイミングエラー、周波数誤差、ドップラー推定値）を比較し得、（隣接セル
からの低減された干渉に関連する少なくとも１つの測定期間を含む）ウォームアップ測定
のための起動スケジュールは、この比較に少なくとも部分的に基づいて識別され得る。た
とえば、ＵＥは、異なるセルについて時間にわたってタイミングエラー、周波数誤差、ま
たはドップラー発展が密接に相関すると決定し得る。ＵＥは、次いで、強いおよび弱い干
渉セルを識別し、セルに対するＵＥの移動を予測するときに、その情報を考慮に入れ得る
。ＵＥは、この予測された移動に従ってウォームアップ測定のための起動スケジュールを
構築し得る。
【００６４】
　[0081]いくつかの態様では、ｅＩＣＩＣデータは、支配的干渉セルおよび基準信号ロケ
ーションなどのそれらのパラメータ、ならびにそれらがサービングセルおよびサービング
セルＵＥに対するそれらの電力と衝突しているかどうかを示すデータを含み得る。
【００６５】
　[0082]たとえば、ＵＥは、時間にわたってＢＳ1-ABSおよびＢＳ2-干渉からの送信を追
跡し、および／またはＢＳ1-ABSがＡＢＳサブフレーム６１０をいつ送信することになる
のかを知るようになり、ＢＳ2-干渉が送信期間６２０中により低い電力レベル（すなわち
、低減された干渉）でいつ送信していることになるのかを知るようになるために、１つま
たは複数の基地局からネットワークシグナリングを受信し得る。したがって、ＵＥは、ワ
イヤレス通信ネットワークにおいてこれらの基地局に関連するセルからの低減された干渉
に関連する少なくとも１つの測定期間５２０－ａ（たとえば、ＢＳ2-干渉からのより低い
干渉レベルがＢＳ1-ABSからの１つまたは複数のＡＢＳフレームと衝突する期間）を識別
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し得る。ＵＥは、ＤＲＸオン状態にＵＥを遷移するより前に、少なくとも１つの測定期間
５２０－ａ中にセルのウォームアップ測定を実行するためにＵＥのワイヤレスモデムを電
源投入し得る。
【００６６】
　[0083]追加または代替として、ＵＥは、（ネットワークからの観測値および／またはシ
グナリングに基づいて）基地局のうちの１つまたは複数からのＡＢＳがＵＥのＤＲＸオン
期間と一致すると決定し得、その場合、ＵＥは、ＤＲＸオン期間中にチャネル推定を実行
することを選定し、したがって、ＤＲＸオフ期間中に実行されるウォームアップ測定の量
または程度を低減または除去し得る。
【００６７】
　[0084]追加または代替として、ＵＥは、（ネットワークからの観測値および／またはシ
グナリングに基づいて）基地局のうちの１つまたは複数からのＡＢＳがＵＥのＤＲＸオン
期間の開始の直前に発生すると決定し得、その場合、ＵＥは、ＵＥがＤＲＸオン期間の１
つのサブフレームだけ前にウォームアップ測定およびチャネル推定を実行するような起動
スケジュールを構築し得る。ＵＥは、次いで、ＤＲＸオン期間の間起動したままになり得
る。
【００６８】
　[0085]図７に、本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示す
ブロック図７００を示す。ＤＲＸモードの態様は、前の図に関して上記で説明したＵＥ１
１５によっておよび／または基地局１０５によって実装され得る。概して、図７に、ＵＥ
が、第１の測定期間７０５を試みるために起動し、干渉レベルが増加したと決定し、測定
期間７０５を放棄する状況を示す。概して、ＵＥは、本明細書で説明する技法のいずれか
に従って第１の測定期間７０５を識別し得る。したがって、ＵＥは、測定期間７０５中に
ウォームアップ測定を実行するために適切な時間に起動し得る。
【００６９】
　[0086]ＵＥは、最初に、たとえば、期間７１５中と、ＢＳ2-干渉の比較的より高い電力
レベル送信期間７２５中とのＢＳ1-ABS送信情報および／または制御情報に基づいて干渉
レベルが増加したと決定し得る。そのインスタンスでは、ＵＥは、測定期間７０５が所望
の結果を達成するのに最適でないと決定し、測定を行うのを停止し得る。さらに、ＵＥは
、第２の測定期間７１０がより良い結果を生成し、測定期間７１０中にウォームアップ測
定を試みるために再び起動し得ると決定し得る。ＵＥは、ＵＥにとって利用可能なｅＩＣ
ＩＣデータに基づいて第２の測定期間７１０を識別し得る。図７に示すように、測定期間
７１０は、ＢＳ1-ABSのＡＢＳサブフレーム７２０と時間領域で実質的に整合し、ＢＳ2-

干渉のより低い電力レベル送信期間７３０、すなわち、送信期間７３０は、送信期間７２
５および／または７３５に関してより低い電力レベルを有する。第２の測定期間７１０を
識別することによって、ＵＥは、ＢＳ1-ABSおよびＢＳ2-干渉からの低減された干渉中に
ウォームアップ測定を実行するために起動し得る。
【００７０】
　[0087]図８に、本開示の一態様による、干渉信号に関してＤＲＸモードを概念的に示す
ブロック図８００を示す。ＤＲＸモードの態様は、前の図に関して上記で説明したＵＥ１
１５によっておよび／または基地局１０５によって実装され得る。概して、図８に、ＵＥ
のスケジュールされた測定期間中にサービング基地局および／またはネットワークが低減
された干渉を構成するか、または場合によってはそれを与える状況を示す。ＵＥは、測定
期間８０５中にＤＲＸモードにあり、ウォームアップ測定を実行し得る。図８に示すよう
に、測定期間８０５は、ＵＥがＤＲＸオン状態に遷移する直前にある。ネットワークおよ
び／またはサービング基地局、たとえば、ＢＳ1-ABS、ＢＳ2-干渉、または異なる基地局
は、ＵＥの測定期間８０５を知り得る。ネットワークおよび／またはサービング基地局は
、この知識に基づいてワイヤレス通信ネットワークのｅＩＣＩＣ構成のいくつかの態様を
適応させ得る。
【００７１】
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　[0088]図８に示した例では、ＢＳ1-ABSは、送信期間８１０中にデータおよび／または
制御情報を送信し、ＵＥの測定期間８０５と実質的に整合された送信期間８１５中にＡＢ
Ｓサブフレームを送信するように構成され得る。同様に、ＢＳ2-干渉は、送信期間８２０
および８３０中により高い電力レベルで送信するが、測定期間８０５と同じく実質的に整
合された送信期間８２５中により低い電力レベルで送信するように構成され得る。したが
って、測定期間８０５は、ＤＲＸオン状態に遷移することに関連するサブフレームの直前
にくるＡＢＳサブフレーム内に位置する。わかるように、本開示の態様は、ＵＥの測定期
間中にネットワークアシスト型の低減された干渉レベルを与え得る。
【００７２】
　[0089]図９は、本開示の一態様による、ｅＮＢ１０５－ｃとＵＥ１１５－ｃとの間の通
信の一例を概念的に示すブロック図である。ＵＥ１１５－ｃは、前の図において説明した
ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の一例であり得、ｅＮＢ１０５－ｃは、前の図におい
て説明した基地局１０５の１つまたは複数の一例であり得る。概して、図９に、図４のプ
ロセス４００と同様だが、ＵＥ１１５－ｃがｅＮＢ１０５－ｃからｅＩＣＩＣデータの少
なくとも一部分を受信する、ＤＲＸウェイクアップルールを決定するためのプロセス９０
０を示す。
【００７３】
　[0090]ブロック９０５において、ＵＥ１１５－ｃは、ｅＮＢ１０５－ｃからＵＥ１１５
－ｃにとって利用可能なｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信し得る。ｅＮＢ１０
５－ｃは、ＵＥ１１５－ｃのサービング基地局であり得る。ｅＮＢ１０５－ｃは、異種ワ
イヤレス通信ネットワークの構成要素であり、ｅＩＣＩＣ環境で動作し得る。ｅＮＢ１０
５－ｃは、ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定し得、および／またはネットワー
クからｅＩＣＩＣデータを受信し得る。ｅＩＣＩＣデータは、干渉レベルが低いサブフレ
ーム／時間間隔を示す情報、たとえば、サービングセルのための測定サブフレームパター
ン、ＣＳＩ報告のためのサブフレームセット０を含み得る。いくつかの態様では、ｅＩＣ
ＩＣデータはまた、ネットワークパラメータおよび雑音のトレースから知られるＡＢＳパ
ターンの周期性に基づいてＡＢＳ／非ＡＢＳパターンおよび分類を示す情報を含み得る。
いくつかの態様では、ｅＮＢ１０５－ｃから受信されたｅＩＣＩＣデータは、ｅＮＢ１０
５－ｃのチャネル状態情報測定に関連する少なくとも１つの測定サブフレームパターンを
含み得る。
【００７４】
　[0091]ブロック９１０において、ＵＥ１１５－ｃは、低減された干渉を識別するために
ｅＩＣＩＣデータを分析し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｃは、他の期間に関して干渉を
低減したＤＲＸオン状態の開始より前の期間を決定するためにｅＩＣＩＣデータを分析し
得る。低減された干渉期間は、ｅＮＢ１０５－ｃによる低減された送信の期間、たとえば
、ｅＮＢ１０５－ｃが転送すべきデータを有しない期間および／またはｅＮＢ１０５－ｃ
がＡＢＳサブフレームを送信しているであろう期間に相関し得る。ブロック９１５におい
て、ＵＥ１１５－ｃは、低減された干渉に基づいて測定期間を識別し得る。ブロック９２
０において、ＵＥ１１５－ｃは、識別された測定期間中にワイヤレスモデムを電源投入し
得る。ブロック９２５において、ＵＥ１１５－ｃは、ウォームアップ測定を実行し、ブロ
ック９３０においてｅＮＢ１０５－ｃからの１つまたは複数のＲＦ信号を測定する。測定
されたＲＦ信号に基づいて、ＵＥ１１５－ｃは、ｅＮＢ１０５－ｃのチャネルパラメータ
または条件を決定し得る。ブロック９３５において、ＵＥ１１５－ｃは、ＤＲＸモードに
従ってＤＲＸオン状態に遷移し得る。
【００７５】
　[0092]図１０は、本開示の一態様による、ｅＮＢ１０５－ｄとＵＥ１１５－ｄとの間の
通信の一例を概念的に示すブロック図である。ＵＥ１１５－ｄは、前の図において説明し
たＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の一例であり得、ｅＮＢ１０５－ｄは、前の図にお
いて説明した基地局１０５の１つまたは複数の一例であり得る。概して、図１０に、図４
のプロセス４００と同様だが、ＵＥ１１５－ｄがｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を
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決定する、ＤＲＸウェイクアップルールを決定するためのプロセス１０００を示す。
【００７６】
　[0093]ブロック１００５において、ＵＥ１１５－ｄは、ｅＩＣＩＣデータの少なくとも
一部分を決定し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは、ｅＮＢ１０５－ｄのチャネル状態情
報測定に関連する少なくとも１つの測定サブフレームパターンを決定し得る。ＵＥ１１５
－ｄは、ＡＢＳパターンが測定された干渉パターンに基づくように、ある時間期間にわた
ってネイバーｅＮＢから少なくとも１つの干渉パターンを測定し得る。ＵＥ１１５－ｄは
、サブフレームの受信中に、サブフレームがＡＢＳサブフレームを備えると決定するよう
に構成され得る。いくつかの態様では、ＵＥ１１５－ｄは、ＡＢＳパターンの周期性に基
づいてＡＢＳ／非ＡＢＳ分類を決定するように構成され得る。したがって、ＵＥ１１５－
ｄは、異種ワイヤレス通信ネットワークに関連するｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分
を決定し、ＤＲＸウェイクアップルールを決定するためにｅＩＣＩＣデータを使用し得る
。
【００７７】
　[0094]ブロック１０１０において、ＵＥ１１５－ｄは、低減された干渉を識別するため
にｅＩＣＩＣデータを分析し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは、他の期間に関して干渉
を低減したＤＲＸオン状態の開始より前の期間を決定するためにｅＩＣＩＣデータを分析
し得る。低減された干渉期間は、ｅＮＢ１０５－ｄによる低減された送信の期間に相関し
得る。ブロック１０１５において、ＵＥ１１５－ｄは、低減された干渉に基づいて測定期
間を識別し得る。いくつかの態様では、ＵＥ１１５－ｄは、ＤＲＸオン状態と決定された
ＡＢＳパターンの少なくとも１つのＡＢＳサブフレームとの間の実質的な整合に応答して
ウォームアップ測定を実行するのを控え得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは、ネイバー基
地局のうちの１つまたは複数がＡＢＳサブフレームを送信している、低減された干渉に関
連するＡＢＳパターンを決定し得る。ＵＥ１１５－ｄは、少なくとも１つのＡＢＳサブフ
レームがＤＲＸオン状態と実質的に整合される、すなわち、それらが実質的に同時にまた
はそれに近いときに発生するとき、ウォームアップ測定は不要であると決定し得、したが
って、ウォームアップ測定を実行するために起動するのを控え得る。
【００７８】
　[0095]ブロック１０２０において、ＵＥ１１５－ｄは、識別された測定期間中にワイヤ
レスモデムを電源投入し得る。ブロック１０２５において、ＵＥ１１５－ｄは、ウォーム
アップ測定を実行し、ブロック１０３０においてｅＮＢ１０５－ｄからの１つまたは複数
のＲＦ信号を測定する。測定されたＲＦ信号に基づいて、ＵＥ１１５－ｄは、ｅＮＢ１０
５－ｄのチャネルパラメータまたは条件を決定し得る。ブロック１０３５において、ＵＥ
１１５－ｄは、ＤＲＸモードに従ってＤＲＸオン状態に遷移し得る。
【００７９】
　[0096]図１１は、本開示の態様による、ＵＥ１１５－ｅの一例を概念的に示すブロック
図１１００である。ＵＥ１１５－ｅは、前の図を参照しながら上記で説明したＵＥ１１５
のうちの１つまたは複数の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｅは、プロセッサ１１０５と、
メモリ１１１０と、測定期間識別モジュール１１２０と、測定期間制御モジュール１１２
５と、ワイヤレスモデム１１３０とを含み得る。これらの構成要素の各々は直接または間
接的に通信していることがある。
【００８０】
　[0097]プロセッサ１１０５は、測定期間識別モジュール１１２０、測定期間制御モジュ
ール１１２５、および／またはワイヤレスモデム１１３０の１つまたは複数の態様を実装
するための、メモリ１１１０によって記憶されたコンピュータ可読プログラムコードを実
行するように構成され得る。プロセッサ１１０５はまた、アプリケーション１１１５を実
行するための、メモリ１１１０によって記憶されたコンピュータ可読プログラムコードを
実行し得る。
【００８１】
　[0098]ワイヤレスモデム１１３０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
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ためにアンテナに与え、アンテナから受信されたパケットを復調するように構成され得る
。ワイヤレスモデム１１３０は、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複
数の別個の受信機モジュールとして実装され得る。ワイヤレスモデム１１３０は、無線ア
クセスネットワーク（たとえば、図１のワイヤレス通信システム１００）の１つまたは複
数の基地局（たとえば、前の図の基地局１０５のうちの１つまたは複数）と、アンテナを
介して、双方向に通信するように構成され得る。場合によっては、ワイヤレスモデム１１
３０の１つまたは複数の態様の動作は、プロセッサ１１０５によって協調され得る。
【００８２】
　[0099]測定期間識別モジュール１１２０は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまた
は複数のセルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別するように構成され得る。
測定期間識別モジュール１１２０は、ＵＥ１１５－ｃにとって利用可能なｅＩＣＩＣデー
タに少なくとも部分的に基づいて測定期間を識別し得る。測定期間識別モジュール１１２
０は、ある時間期間にわたるチャネルパラメータの１つまたは複数の測定に基づいてｅＩ
ＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定するように構成され得る。追加または代替として
、測定期間識別モジュール１１２０は、たとえば、サービング基地局からｅＩＣＩＣデー
タを受信するように構成され得る。
【００８３】
　[0100]測定期間制御モジュール１１２５は、ＤＲＸオン状態にＵＥ１１５－ｅを遷移す
るより前に、識別された測定期間中にサービングセルのウォームアップ測定を実行するた
めにワイヤレスモデム１１３０を電源投入するように構成され得る。
【００８４】
　[0101]図１２は、本開示の態様による、ＵＥ１１５－ｆの一例を概念的に示すブロック
図１２００である。ＵＥ１１５－ｆは、前の図を参照しながら上記で説明したＵＥ１１５
のうちの１つまたは複数の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｆは、プロセッサ１２０５と、
メモリ１２１０と、ｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２０と、測定期間識
別モジュール１２２５と、測定期間制御モジュール１２３０と、ワイヤレスモデム１２３
５とを含み得る。これらの構成要素の各々は直接または間接的に通信していることがある
。
【００８５】
　[0102]プロセッサ１２０５は、ｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２０、
測定期間識別モジュール１２２５、測定期間制御モジュール１２３０、および／またはワ
イヤレスモデム１２３５の１つまたは複数の態様を実装するための、メモリ１２１０によ
って記憶されたコンピュータ可読プログラムコードを実行するように構成され得る。プロ
セッサ１２０５はまた、アプリケーション１２１５を実行するための、メモリ１２１０に
よって記憶されたコンピュータ可読プログラムコードを実行し得る。
【００８６】
　[0103]ワイヤレスモデム１２３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにアンテナに与え、アンテナから受信されたパケットを復調するように構成され得る
。ワイヤレスモデム１２３５は、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複
数の別個の受信機モジュールとして実装され得る。ワイヤレスモデム１２３５は、無線ア
クセスネットワーク（たとえば、図１のワイヤレス通信システム１００）の１つまたは複
数の基地局（たとえば、前の図の基地局１０５のうちの１つまたは複数）と、アンテナを
介して、双方向に通信するように構成され得る。場合によっては、ワイヤレスモデム１２
３５の１つまたは複数の態様の動作は、プロセッサ１２０５によって協調され得る。
【００８７】
　[0104]ｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２０は、サービング基地局から
送信されたｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信し、分析するように構成され得る
。たとえば、サービング基地局は、干渉レベルが低いサブフレーム／時間間隔、１つまた
は複数のＡＢＳ／非ＡＢＳパターンなどを示す情報を含むｅＩＣＩＣデータを送信し得る
。ｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２０は、そのようなｅＩＣＩＣデータ
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を受信し、分析し、測定期間識別モジュール１２２５にｅＩＣＩＣデータの少なくとも一
部分を示す情報を与えるように構成され得る。
【００８８】
　[0105]測定期間識別モジュール１２２５は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまた
は複数のセルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別するように構成され得る。
測定期間識別モジュール１２２５は、ｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２
０から受信されたｅＩＣＩＣデータに少なくとも部分的に基づいて測定期間を識別し得る
。測定期間制御モジュール１２３０は、ＤＲＸオン状態にＵＥ１１５－ｆを遷移するより
前に、識別された測定期間中にサービングセルのウォームアップ測定を実行するためにワ
イヤレスモデム１２３５を電源投入するように構成され得る。
【００８９】
　[0106]図１３は、本開示の態様による、ＵＥ１１５－ｇの一例を概念的に示すブロック
図１３００である。ＵＥ１１５－ｇは、前の図を参照しながら上記で説明したＵＥ１１５
のうちの１つまたは複数の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｇは、プロセッサ１３０５と、
メモリ１３１０と、ｅＩＣＩＣデータ決定および分析モジュール１３２０と、測定期間識
別モジュール１３２５と、測定期間制御モジュール１３３０と、ワイヤレスモデム１３３
５とを含み得る。これらの構成要素の各々は直接または間接的に通信していることがある
。
【００９０】
　[0107]プロセッサ１３０５は、ｅＩＣＩＣデータ決定および分析モジュール１３２０、
測定期間識別モジュール１３２５、測定期間制御モジュール１３３０、および／またはワ
イヤレスモデム１３３５の１つまたは複数の態様を実装するための、メモリ１３１０によ
って記憶されたコンピュータ可読プログラムコードを実行するように構成され得る。プロ
セッサ１３０５は、アプリケーション１３１５を実行するための、メモリ１３１０によっ
て記憶されたコンピュータ可読プログラムコードを実行することもできる。
【００９１】
　[0108]ワイヤレスモデム１３３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにアンテナに与え、アンテナから受信されたパケットを復調するように構成され得る
。ワイヤレスモデム１３３５は、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複
数の受信機モジュールとして実装され得る。ワイヤレスモデム１３３５は、前の図に関し
て上記で説明した基地局のうちの１つまたは複数と、アンテナを介して、双方向に通信す
るように構成され得る。場合によっては、ワイヤレスモデム１３３５の１つまたは複数の
態様の動作は、プロセッサ１３０５によって協調され得る。
【００９２】
　[0109]ｅＩＣＩＣデータ決定および分析モジュール１３２０は、ｅＩＣＩＣデータの少
なくとも一部分を決定するように構成され得る。いくつかの構成では、ｅＩＣＩＣデータ
決定および分析モジュール１３２０は、ｅＩＣＩＣデータの１つまたは複数の態様を決定
するように構成された１つまたは複数のサブモジュールでもよい。たとえば、ｅＩＣＩＣ
データ決定および分析モジュール１３２０は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまた
は複数のセルに関連するＡＢＳパターンを決定するように構成され得る。ｅＩＣＩＣデー
タ決定および分析モジュール１３２０はまた、ある時間期間にわたって１つまたは複数の
セルに関連する１つまたは複数の干渉パターンを測定するように構成され得る。ｅＩＣＩ
Ｃデータ決定および分析モジュール１３２０は、測定期間識別モジュール１３２５にｅＩ
ＣＩＣデータを示す情報を与え得る。
【００９３】
　[0110]測定期間識別モジュール１３２５は、ワイヤレス通信ネットワーク中の１つまた
は複数のセルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別するように構成され得る。
測定期間識別モジュール１３２５は、ｅＩＣＩＣデータ決定および分析モジュール１３２
０から受信されたｅＩＣＩＣデータに少なくとも部分的に基づいて測定期間を識別し得る
。いくつかの態様では、測定期間識別モジュール１３２５は、ｅＩＣＩＣ決定および分析



(24) JP 6141545 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

モジュール１３２０がＤＲＸオン状態と少なくとも１つのＡＢＳサブフレームとの間の実
質的な整合を決定することに応答してウォームアップ測定を実行するのを控えるように構
成され得る。測定期間制御モジュール１３３０は、ＤＲＸオン状態にＵＥ１１５－ｇを遷
移するより前に、識別された測定期間中にサービングセルのウォームアップ測定を実行す
るためにワイヤレスモデム１３３５を電源投入するように構成され得る。
【００９４】
　[0111]図１４に、本開示の一態様による、例示的な測定期間識別モジュール１４０５の
ブロック図１４００を示す。測定期間識別モジュール１４０５は、前の図を参照しながら
上記で説明した測定期間識別モジュールのうちの１つまたは複数の一例であり得る。測定
期間識別モジュール１４０５は、チャネル大きさ／位相決定モジュール１４１０と、チャ
ネルタイミング／周波数オフセット決定モジュール１４１５と、チャネルドップラー／拡
散決定モジュール１４２０と、チャネル受信信号受信電力（ＲＳＲＰ：received signal 
received power）決定モジュール１４２５と、チャネル基準信号受信品質（ＲＳＲＱ：re
ference signal received quality）決定モジュール１４３０と、チャネル受信信号強度
インジケータ（ＲＲＳＩ：received signal strength indicator）決定モジュール１４３
５と、ＡＢＳスケジューリングモジュール１４４０と、基準信号衝突モジュール１４４５
とを含み得る。これらの構成要素の各々は直接または間接的に通信していることがある。
これらの構成要素の各々は、ＵＥがｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定すること
を可能にするように構成され得る。上記で説明したように、構成要素は、サービング基地
局からｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を受信し得、またはｅＩＣＩＣデータの少な
くとも一部分は、測定期間識別モジュール１４０５を組み込んだＵＥによって決定され得
る。
【００９５】
　[0112]チャネル大きさ／位相決定モジュール１４１０は、チャネルのうちの少なくとも
１つに関連する信号の大きさおよび／または位相を決定するためにワイヤレス通信ネット
ワークの１つまたは複数のチャネルを示す情報を受信し、分析するように構成され得る。
大きさおよび／または信号の位相に関する情報は、低減された干渉の期間を決定するため
に測定期間識別モジュール１４０５によって利用され得る。チャネルタイミング／周波数
オフセット決定モジュール１４１５は、チャネルのうちの少なくとも１つのためのタイミ
ングおよび／または周波数オフセットを決定するために１つまたは複数のチャネルを示す
情報を受信し、分析するように構成され得る。チャネルについてのタイミングおよび／ま
たは周波数オフセット情報は、追加または代替として、低減された干渉の期間を決定する
ために利用され得る。チャネルドップラー／拡散決定モジュール１４２０は、チャネルの
うちの少なくとも１つのためのドップラーパラメータおよび／または拡散決定を識別する
ために１つまたは複数のチャネルを受信し、分析するように構成され得る。ドップラーパ
ラメータおよび／または拡散決定情報は、低減された干渉の期間を決定するために利用さ
れ得る。
【００９６】
　[0113]ＲＳＲＰ決定モジュール１４２５は、チャネルのうちの少なくとも１つに関連す
る基準信号の受信電力の測定値を示す１つまたは複数のチャネルに関連する情報を受信し
分析し得る。基準信号の受信電力は、追加または代替として、低減された干渉の期間を決
定するために利用され得る。チャネルＲＳＲＱ決定モジュール１４３０は、チャネルのう
ちの少なくとも１つに関連する基準信号の受信品質を示す１つまたは複数のチャネルに関
連する情報を受信し、分析するように構成され得る。チャネルＲＲＳＩ決定モジュール１
４３５は、チャネルのうちの少なくとも１つに関連する受信信号強度を示す１つまたは複
数のチャネルに関連する情報を受信し、分析するように構成され得る。信号強度インジケ
ータは、追加または代替として、低減された干渉の期間を決定するために利用され得る。
【００９７】
　[0114]ＡＢＳスケジューリングモジュール１４４０は、１つまたは複数の隣接セルのＡ
ＢＳパターンを決定するように構成され得る。いくつかの例では、ＡＢＳスケジューリン
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グモジュール１４４０は、隣接セルのＡＢＳパターンを識別するために隣接セルによる送
信を観測し、パターンに基づいてその隣接セルの次のＡＢＳを予測し得る。追加または代
替として、ＡＢＳスケジューリングモジュール１４４０は、隣接セルのうちの１つまたは
複数についてのＡＢＳスケジューリング情報を含むネットワークシグナリングを受信し得
る。知られているＡＢＳパターンは、次いで、１つまたは複数のＡＢＳパターンと一致す
るウォームアップ測定を実行するために起動期間を識別するためにＵＥによって活用され
、それによって、ＵＥが、ウォームアップ測定中により高品質のチャネル推定を取得する
ことが可能になり得る。いくつかの例では、ＡＢＳスケジューリングモジュール１４４０
は、ウォームアップ測定を可能な限り低い干渉で実行することを可能にするために、異な
る隣接セルからの複数のＡＢＳが重複する期間を識別し得る。
【００９８】
　[0115]基準信号衝突モジュール１４４５は、隣接または干渉セルの基準信号がＵＥのた
めのサービングセルの基準信号と衝突するかどうかを決定するように構成され得る。その
ような衝突が検出される場合、ＵＥは、上記で説明したように、その特定の隣接または干
渉セルのためのあらゆるサブフレームがウォームアップ測定に好適であると決定し、代わ
りに、他の隣接セルおよび／または電力節約の考察からの干渉パターンを中心に起動スケ
ジュールを構築し得る。本開示の態様は、測定期間識別モジュール１４０５の構成要素の
うちの１つ、それらの混合物、またはそれらのすべてからの情報が、関連する測定期間を
識別するために低減された干渉の期間を決定するために利用され得ることを企図すること
を理解されたい。
【００９９】
　[0116]図１５は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００の一例
を概念的に示すフローチャートである。詳細には、図１５に、ＵＥがｅＩＣＩＣ環境にお
いてＤＲＸウェイクアップルールを決定するための方法１５００を示す。方法１５００は
、前の図に関して上で説明したワイヤレス通信システム１００および／または２００のう
ちの１つまたは複数において実施され得る。さらに、方法１５００は、前の図に関して上
記で説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によって実行され得る。
【０１００】
　[0117]ブロック１５０５において、ＵＥは、ワイヤレス通信システム中の１つまたは複
数の隣接セルからの低減された干渉に関連する少なくとも１つの測定期間を識別し得る。
測定期間は、ＵＥにとって利用可能であるｅＩＣＩＣデータに基づいて決定され得る。た
とえば、ＵＥは、隣接セルのうちの１つまたは複数に対するＵＥの位置および軌跡、隣接
セルからの測定された干渉、および他のデータに関する情報に加えて隣接セルによって使
用されるリソースおよびチャネルに基づいて干渉がいつ発生する可能性があるかを決定す
るためにｅＩＣＩＣデータを評価し得る。図１１～図１４の測定期間識別モジュール１１
２０、１２２５、１３２５、１４０５のうちの１つまたは複数は、ブロック１５０５の機
能を実行するための手段であり得る。ブロック１５０５の機能を実行するための追加の手
段は、限定はしないが、図１２のｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２０、
図１３のｅＩＣＩＣデータ決定および分析モジュール１３２０、ならびに／あるいは図１
１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０５、１３０５またはメモリ１１１０、１２１０
、もしくは１３１０のうちの１つまたは複数を含む。
【０１０１】
　[0118]ブロック１５１０において、ＵＥは、識別された測定期間中にサービングセルの
ウォームアップ測定を実行するためにワイヤレスモデムを電源投入し得る。ＵＥは、ＵＥ
がＤＲＸオン状態に遷移する前にウォームアップ測定を実行し得る。図１１～図１３の測
定期間制御モジュール１１２５、１２３０、１３３０のうちの１つまたは複数は、ブロッ
ク１５１０の機能を実行するための手段であり得る。ブロック１５１０の機能を実行する
ための追加の手段は、限定はしないが、図１１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０５
、１３０５またはメモリ１１１０、１２１０、もしくは１３１０のうちの１つまたは複数
を含み得る。
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【０１０２】
　[0119]図１６は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信のための方法１６００の一例
を概念的に示すフローチャートである。詳細には、図１６に、ＵＥがｅＩＣＩＣデータを
受信するｅＩＣＩＣ環境においてＵＥがＤＲＸウェイクアップルールを決定するための方
法１６００を示す。方法１６００は、前の図に関して上で説明したワイヤレス通信システ
ム１００および／または２００のうちの１つまたは複数において実施され得る。さらに、
方法１６００は、前の図に関して上記で説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によ
って実行され得る。
【０１０３】
　[0120]ブロック１６０５において、ＵＥは、サービングセルからｅＩＣＩＣデータの少
なくとも一部分を受信する。ｅＩＣＩＣデータは、異種ワイヤレス通信ネットワークにお
いて採用されるｅＩＣＩＣ方式を示す情報を含み得る。図１１～図１３のワイヤレスモデ
ム１１３０、１２３５、１３３５または関連するアンテナのうちの１つまたは複数、図１
１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０５、１３０５のうちの１つまたは複数、ならび
に／あるいは図１１～図１３のメモリ１１１０、１２１０、１３１０のうちの１つまたは
複数は、ブロック１６０５の機能を実行するための手段であり得る。
【０１０４】
　[0121]ブロック１６１０において、ＵＥは、ワイヤレス通信システム中の１つまたは複
数の隣接セルからの低減された干渉に関連する少なくとも１つの測定期間を識別し得る。
測定期間は、サービングセルから受信されたｅＩＣＩＣデータに基づいて決定され得る。
測定期間は、ＵＥにとって利用可能であるｅＩＣＩＣデータに基づいて決定され得る。た
とえば、ＵＥは、隣接セルのうちの１つまたは複数に対するＵＥの位置および軌跡、隣接
セルからの測定された干渉、および他のデータに関する情報に加えて隣接セルによって使
用されるリソースおよびチャネルに基づいて干渉がいつ発生する可能性があるかを決定す
るためにｅＩＣＩＣデータを評価し得る。図１１～図１４の測定期間識別モジュール１１
２０、１２２５、１３２５、１４０５のうちの１つまたは複数は、ブロック１６０５の機
能を実行するための手段であり得る。ブロック１６０５の機能を実行するための追加の手
段は、限定はしないが、図１２のｅＩＣＩＣデータ受信および分析モジュール１２２０、
図１３のｅＩＣＩＣデータ決定および分析モジュール１３２０、ならびに／あるいは図１
１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０５、１３０５またはメモリ１１１０、１２１０
、もしくは１３１０のうちの１つまたは複数を含む。
【０１０５】
　[0122]ブロック１６１５において、ＵＥは、識別された測定期間中にサービングセルの
ウォームアップ測定を実行するためにワイヤレスモデムを電源投入し得る。ＵＥは、ＵＥ
がＤＲＸオン状態に遷移する前にウォームアップ測定を実行し得る。図１１～図１３の測
定期間制御モジュール１１２５、１２３０、１３３０のうちの１つまたは複数は、ブロッ
ク１６１５の機能を実行するための手段であり得る。ブロック１６１５の機能を実行する
ための追加の手段は、限定はしないが、図１１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０５
、１３０５またはメモリ１１１０、１２１０、もしくは１３１０のうちの１つまたは複数
を含み得る。
【０１０６】
　[0123]図１７は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信のための方法１７００の一例
を概念的に示すフローチャートである。詳細には、図１７に、ＵＥがｅＩＣＩＣデータを
決定するｅＩＣＩＣ環境においてＵＥがＤＲＸウェイクアップルールを決定するための方
法１７００を示す。方法１７００は、前の図に関して上で説明したワイヤレス通信システ
ム１００および／または２００のうちの１つまたは複数において実施され得る。さらに、
方法１７００は、前の図に関して上記で説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によ
って実行され得る。
【０１０７】
　[0124]ブロック１７０５において、ＵＥは、ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決
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定する。ｅＩＣＩＣデータは、異種ワイヤレス通信ネットワークにおいて採用されるｅＩ
ＣＩＣ方式を示す情報、たとえば、ネットワークに関連する干渉パターンおよび／または
ＡＢＳパターンを含み得る。図１３のデータ決定および分析モジュール１３２０、プロセ
ッサ１３０５、および／またはメモリ１３１０は、ブロック１７０５の機能を実行するた
めの手段の一例であり得る。
【０１０８】
　[0125]ブロック１７１０において、ＵＥは、ワイヤレス通信システム中の１つまたは複
数の隣接セルからの低減された干渉に関連する少なくとも１つの測定期間を識別し得る。
測定期間は、ＵＥによって決定されたｅＩＣＩＣデータに基づいて決定され得る。たとえ
ば、ＵＥは、隣接セルのうちの１つまたは複数に対するＵＥの位置および軌跡、隣接セル
からの測定された干渉、および他のデータに関する情報に加えて隣接セルによって使用さ
れるリソースおよびチャネルに基づいて干渉がいつ発生する可能性があるかを決定する。
図１１～図１４の測定期間識別モジュール１１２０、１２２５、１３２５、１４０５のう
ちの１つまたは複数は、ブロック１６０５の機能を実行するための手段であり得る。ブロ
ック１７１０の機能を実行するための追加の手段は、限定はしないが、図１２のｅＩＣＩ
Ｃデータ受信および分析モジュール１２２０、図１３のｅＩＣＩＣデータ決定および分析
モジュール１３２０、ならびに／あるいは図１１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０
５、１３０５またはメモリ１１１０、１２１０、もしくは１３１０のうちの１つまたは複
数を含む。
【０１０９】
　[0126]ブロック１７１５において、ＵＥは、識別された測定期間中にサービングセルの
ウォームアップ測定を実行するためにワイヤレスモデムを電源投入し得る。ＵＥは、ＵＥ
がＤＲＸオン状態に遷移する前にウォームアップ測定を実行し得る。図１１～図１３の測
定期間制御モジュール１１２５、１２３０、１３３０のうちの１つまたは複数は、ブロッ
ク１７１５の機能を実行するための手段であり得る。ブロック１７１５の機能を実行する
ための追加の手段は、限定はしないが、図１１～図１３のプロセッサ１１０５、１２０５
、１３０５またはメモリ１１１０、１２１０、もしくは１３１０のうちの１つまたは複数
を含み得る。
【０１１０】
　[0127]添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実施
形態について説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを
表すものではない。本明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、
事例、または例示としての役割を果たすこと」を意味し、「好ましい」または「他の実施
形態よりも有利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明する技法
の理解を与える目的で具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な
詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した実施形態の概念を不明瞭にする
ことを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で示さ
れている。
【０１１１】
　[0128]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界もしくは磁性粒子、
光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１１２】
　[0129]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、また
は本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せによって
実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替では
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、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または
ステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、
たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコ
アと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成
として実装され得る。
【０１１３】
　[0130]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して上に１つまたは複数の命令もしくはコ
ードとして送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲
および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明された機能は、プ
ロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、配線、またはこれらのうちのいずれかの組合
せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた
、機能の一部が異なる物理的位置において実装されるように分散されることを含めて、様
々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用され
る場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つま
たは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまた
はＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言
的列挙を示す。
【０１１４】
　[0131]特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「１つの（ａ）」または
「１つの（ａｎ）」という用語は、別段に明記されていない限り、１つまたは複数を意味
する。
【０１１５】
　[0132]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用また
は専用コンピュータあるいは汎用または専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意
の他の媒体を備えることができる。さらに、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切
に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信さ
れる場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線
、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で
使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（Ｃ
Ｄ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途デ
ィスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒ
ａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の
組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１１６】
　[0133]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にする
ために与えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかになり、本明細書で
定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
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され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例または一
事例を示すものであり、言及された例についていかなる選好も暗示せず、または必要とし
ない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく
、本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネットワーク
中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別すること
と、ここにおいて、前記測定期間が、前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（
ｅＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別される、
　間欠受信（ＤＲＸ）オン状態に前記ＵＥを遷移するより前に、前記識別された測定期間
中に前記サービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレスモ
デムを電源投入することと
　を備える方法。
[Ｃ２]　前記サービングセルから前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一
部分を受信すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記サービングセルから前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を受信す
ることが、
　前記サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを受
信することを備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定すること
が、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の前記１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍ
ｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定すること
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　ある時間期間にわたって前記１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを測
定すること、
　ここにおいて、前記ＡＢＳパターンが、前記測定された干渉パターンに基づく、
　をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記ＤＲＸオン状態と前記決定されたＡＢＳパターンの少なくとも１つのＡＢＳ
サブフレームとの間の実質的な整合に応答して前記ＵＥにおいてウォームアップ測定を実
行するのを控えること
　をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定すること
が、
　サブフレームの受信中に、前記サブフレームがＡＢＳサブフレームを備えると決定する
こと
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ９]　前記測定期間を識別することが、前記ＵＥに関連するＤＲＸオフセット、前記Ｕ
Ｅに関連するＤＲＸ周期性、前記ＵＥに関連するＤＲＸオン継続時間、前記ＵＥによって
測定されたドップラー推定値、または前記ＵＥによって測定されたＳＮＲ推定値のうちの
１つまたは複数に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記ＵＥの支配的干渉セルを識別すること、
　ここにおいて、前記測定期間を識別することが、前記支配的干渉セルのパラメータにさ
らに基づく、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
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[Ｃ１１]　前記支配的干渉セルの前記パラメータが、基準信号ロケーションまたは信号強
度のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記測定期間を識別することが、前記ＵＥのＤＲＸオンタイムに対する前記測
定期間のロケーションに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の複数の前記１つまたは隣接セルの間の基
準信号衝突を識別すること、
　ここにおいて、前記測定期間を識別することが、前記基準信号衝突に少なくとも部分的
に基づく、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記測定期間が、前記ＤＲＸオン状態に遷移することに関連するサブフレーム
の直前にくるＡｌｍｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）サブフレーム内に位置する、Ｃ１
３に記載の方法。
[Ｃ１５]　異なるセルについて前記ＵＥによって測定された１つまたは複数のパラメータ
を比較すること、
　ここにおいて、前記測定期間を識別することが、前記１つまたは複数のパラメータの前
記比較にさらに基づく、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記１つまたは複数のパラメータが、前記１つまたは複数の隣接セルの各々に
関連するドップラー発展、タイミングエラー、または周波数誤差のうちの１つまたは複数
を備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ１７]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネットワー
ク中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別するこ
とと、ここにおいて、前記測定期間が、前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調
（ｅＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別される、
　　間欠受信（ＤＲＸ）オン状態に前記ＵＥを遷移するより前に、前記識別された測定期
間中に前記サービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレス
モデムを電源投入することと
　を行うために前記プロセッサによって実行される命令と
　を備える装置。
[Ｃ１８]　前記サービングセルから前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも
一部分を受信するための命令と、
　前記サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを受
信するための命令と
　をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定すること
　を行うための命令をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定するこ
とを行うための前記命令が、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の前記１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍ
ｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定すること
　を行う命令をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　ある時間期間にわたって前記１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを
測定すること、
　ここにおいて、前記ＡＢＳパターンが、前記測定された干渉パターンに基づく、
　を行う命令をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記ＤＲＸオン状態と前記決定されたＡＢＳパターンの少なくとも１つのＡＢ
Ｓサブフレームとの間の実質的な整合に応答して前記ＵＥにおいてウォームアップ測定を
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　を行う命令をさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定するこ
とを行うための前記命令が、
　サブフレームの受信中に、前記サブフレームがＡＢＳサブフレームを備えると決定する
こと
　を行う命令をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２４]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネットワーク
中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別するため
の手段と、ここにおいて、前記測定期間が、前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉
協調（ｅＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別される、
　間欠受信（ＤＲＸ）オン状態に前記ＵＥを遷移するより前に、前記識別された測定期間
中に前記サービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレスモ
デムを電源投入するための手段と
　を備える装置。
[Ｃ２５]　前記サービングセルから前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも
一部分を受信するための手段と、
　前記サービングセルのチャネル状態情報測定に関連する測定サブフレームパターンを受
信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも一部分を決定するための
手段
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記ＵＥによって前記ｅＩＣＩＣデータの少なくとも前記一部分を決定するた
めの前記手段が、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク中の前記１つまたは複数の隣接セルに関連するＡｌｍ
ｏｓｔ－ｂｌａｎｋ信号（ＡＢＳ）パターンを決定するための手段
　をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ２８]　ある時間期間にわたって前記１つまたは複数の隣接セルからの干渉パターンを
測定するための手段、
　ここにおいて、前記ＡＢＳパターンが、前記測定された干渉パターンに基づく、
　をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記ＤＲＸオン状態と前記決定されたＡＢＳパターンのＡＢＳサブフレームと
の間の実質的な整合に応答して前記ＵＥにおいてウォームアップ測定を実行するのを控え
るための手段
　をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３０]　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　サービングセルに関連するユーザ機器（ＵＥ）によって、ワイヤレス通信ネットワーク
中の１つまたは複数の隣接セルからの低減された干渉に関連する測定期間を識別すること
と、ここにおいて、前記測定期間が、前記ＵＥにとって利用可能な拡張セル間干渉協調（
ｅＩＣＩＣ）データに少なくとも部分的に基づいて識別される、
　　間欠受信（ＤＲＸ）オン状態に前記ＵＥを遷移するより前に、前記識別された測定期
間中に前記サービングセルのウォームアップ測定を実行するために前記ＵＥのワイヤレス
モデムを電源投入することと
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
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